
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

　また、言葉には力があります。そしてそれを貫いていくと実が残っ
ていきます。私たちの心の中に光を灯された時に、あなたの心の中に
出てくる言葉は何でしょうか。隠れた言葉です。あなたの心に神様が
いれば神の言葉が現れ、あなたの心に神様がいなければあなた自身か
よくない者の言葉があるのです。言葉はあなたに決断を与えるので、
その言葉によってあなたの人生が大きく変わります。そしてイエス様
が、あなたの心に残したかったのは、彼の生き様の言葉です。私たち
の心の中にその生き様のことばが与えられていると、そこに神様が働
き、神の栄光が現れている時に光り、その言葉が出てくるのです。す
ると奇跡が起きます。すべてを照らすまことの光があなたに灯ってい
るのです。
　そしてその灯ったことばがあなたの内側から出る時、いのちのこと
ばの泉となって人々に出るのです。5 人の夫をもつ女性がイエス様に
井戸で出会い、それを言われた時、真っ暗だった彼女の心の部屋に光
が照らされて、そこから人生が変わったのです。それは彼女にとって
一番いやな事でした。でもこのようにして奇跡は始まるのです。

　
　ある一人の女性が髪の毛を切りました。彼女は病気のために長かっ
た髪の毛を切らなくてはいけませんでした。彼女は泣いていました。
すると悲しむ彼女のために周りにいた人々が次々と自分の髪の毛を
切ったのです。すると彼女は最後、笑顔に変わりました。イエス・キ
リストはまさにこれをしたかったのです。悲しんでいて傷んでいる私
たち・・彼はそれを理解しそこを通り、「私はあなたと一緒にいる」と
いうことを伝えたいのです。あなたの心の中に共にいて「ことば」を
残しているのです。「共に歩む」ということばです。誰か一人の人が苦
しんでいるのなら、それを分かち合うそう言っているのです。私たち
は十字架からそれを学ぶ必要があります。私たちの心にも傷みがあり、
それを変わることのない平和の愛に委ねる時に、全てのマイナスな出
来事が美しい光に灯されて夜空を照らすのです。
　今あなたは、これまで生きてきた当たり前の環境の中で、当たり前
のことをしているだけかもしれません。でももし、あなたの人生で言
葉が語りかけられて、それが今までの考え方と違う言葉としたら、大
切にしてほしいのです。

牧 尉太

来週の奉仕者
（１月２１日）

今週は…マルコ1：1～マルコ3：6

　～リビングライフより～

「いつも感謝を忘れない」「いつも感謝を忘れない」

（ ２０２４ 年1月7日 ） 

（要約者：澤口 明子）

　今週のリビングライフは、箴言 31 章 10 節～になります。いよいよ今日で
今年も終わり、明日には新しい年を迎えます。この最後の日に読む箇所ですが、
この部分は、「しっかりした」妻について、22節からなる美しい詩です。各節
の最初の語の最初の文字はヘブル語のアルファベットの順序になっているの
です。この手法は、ヘブル詩の特徴の 1 つです。箴言の中では女性が色々な
姿で描かれていますが、良い妻は主から与えられるものであると述べられて
います。このような理想的な妻の姿をここでは具体的に述べています。
この31章は、完成した妻、花嫁に対する啓示です。箴言の1章では、子ども
に対してでしたが、ここに来て王なる祭司、キリストの花嫁に対する言葉になっ
てきています。10節からは、妻に関してですが、1～9節は王に関してです。
キリストの花嫁は王としての召しよりもハイレベルな召しなのです。
　「しっかりした」と訳される語は、強いという意味の言葉が使われています。
キリストの花嫁は、なよなよした、弱々しい花嫁ではありません。御国を勝
ち取るために戦い常に勝利をおさめる兵士でもあるのです。主は、そのよう
な花嫁を値打ちがあると言ってくださいます。もちろん何も出来なくても主は、
愛してくださいます。値打ちがあり尊いです。しかし、戦い、勝利する事は
主を喜ばせるのです。「収益」もそれに関わるものです。これは、分捕り物と
いう意味があります。
　花嫁は、サタンに勝利します。悪に奪い取られたものを神に取り返す情熱
に燃えています。神のものを神にお返しする情熱を、主はますます与えてく
ださいます！この愛する方から目を離すことなく、慕い続けてしっかりした
キリストの花嫁であり続けましょう。

　　　　　　　　　　　　　キリストの花嫁
　　　　　　　　　私の愛するかた なんと美しく 慕わしい
　　　　　　　　　  この身も この心も 全てあなたのもの
　　　　　　         花嫁は待っています 花婿が来られるのを
　　　　          いつの日か顔と顔を合わせ 御そばに行く日まで
　　　　　        あなたを愛しています あなたの全てが愛しい
　　　　　　　　      心つくし 御霊も花嫁も待ち望む
　　　　　　　　        来てください 花婿主イエスよ
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28 日   大島泰子
28 日   藤原久美子
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　礼拝の始めに、ある小さな男の子が、欲しかったバナナをクリスマ
スプレゼントでもらい、とても喜んでいる動画をみました。大興奮です。
でも２０００年前、イエス・キリストが生まれた時、誰一人こんな反
応をする人はいませんでした。見下げられ、必要ないと言われた人た
ちと、遠い国から来た人たちは彼を歓迎しましたが、多くの人は喜び
ませんでした。あなたは、喜んでいますか？その喜ぶ心が神様への礼
拝につながり、そこに神の栄光があらわれるのです。これが「暗闇か
ら光」に変わる方法だったのです。その光とはなのか・・それを見て
いきたいのです。
　

（ヨハネ１：９～14）
「はじめにことばがあった」と聖書にあります。日本人はこの「言葉」
を重んじます。「言霊」などと言い、言葉が不吉なものを招くとして、
特定の数字や言葉を忌み嫌う習慣があります。例えば、病院では死を
連想するような言葉は使いません。でもそうすればそれは起こらない
のでしょうか。そんなことはありません。このように日本人は、自分
の目の前から問題を遠ざけ、なるべくそこを見ないように隠してきた
のです。でも隠したかたらといってうまくいくのでしょうか。逆に隠
すために何の準備もできず何ももたらさないばかりか、争いしかおこ
らずその人の生き方を否定するまでになってしまいます。しかし聖書
は真逆です。「ことばは人となって、私たちの間に住まわれた。私たち
はこの方の栄光を見た。父のみもとから来られたひとり子としての栄
光である。この方は恵みとまことに満ちておられた。」（ヨハネ１：１４）
「すべての人を照らすそのまことの光が、世に来ようとしていた。」（ヨ
ハネ１：９）イエス・キリストがやろうとしていたことは、私たちに、
私たちのために死んでいくそのプロセスを見せました。行きたくない
ところや、自分のことを選んでいない人たちのところ、そして人々か
ら虐げられ、遠ざけられた人たちのところに行き、ズレたものを見つ
けてきたのです。私たちがズレているのは「生き方」「死に方」です。
見てはならないと思っているものを、もう一度しっかり見なさい・・
そう言われているのです。「見なければならいことを見なくなっている
こと」それが「ズレ」だということを教えているのです。クリスマス
は見たくないと思っていたところに光が灯るのです。あなたの人生で
「見たくない」と思っているものがあるでしょう。「これは私が悪いん
ではない」「これは神様の栄光があらわれるためにこうなっているので
は」などいろんな理由をつけ、見なければいけないことを見ないのです。
ユダヤ人たちはまさしくそうでした。たくさんのルールを作りそれを
守っていればいいんだ・・だけどその内心は不安でいっぱいでした。
だから目の前で正しいことが起こり出すと不安だったのです。「見なけ
ればいけないものを見ない」「変えてはいけないものを変えてしまう」
「変えなければいけないものを変える決断ができない」私たちはこう
やっていつもズレているのです。
「この人々は、血によってではなく、肉の欲求や人の意欲によってでも
なく、ただ、神によって生まれたのである。」（ヨハネ1：13）なぜイエス・
キリストは、男女から生まれてこなかったのか・・それは今まで繰り
返されてきた人の営みがまさしく「ズレ」の根源だからです。クリス
マスの時に私たちが考えなければいけないのは、「私たちが今正しいと
思っていることが正しいのか」そして「クリスマスは何のためだった
のか」・・私たちが見なかったものをもう一度きちんと見るためにイエ
ス・キリストは来ました。この日がスタートなのです。ここから33年間、
彼は私たちとは違う生き方をしました。そしてこのイエス様と同じ生
き方をする中に「栄光が現れる」とあるのです。だから、そうでない
ものがあるのであれば向き合う必要があるのです。でもそれを選べな
いこともたくさんあります。聖書の中にもそのようにして神様の前か
ら去った人たちもいます。でも私たちは、選ぼうとしています。「礼拝」
「クリスマス」は私たちがイエス・キリストのような生き方を本当に行
えているのか、それを考える時間なのです。

藤原崇

三村信行
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さいごに

23 日   平澤瞳
24 日   朽木佑太
25 日   鈴木たかよ
26 日   藤原ふきこ
  

    

 9  日   金森郁子
10 日   小林博子
12 日   三村路子
16 日   田中順子
 
 

17 日  山本真理
17 日  秋山恭子  
20 日  眞砂仰
21 日  淺野主眞
22 日  藤原崇

              　 
1 日   小根久保ゆうた
5日   牧結果子
5 日   西嵜一喜
  6 日　日名薫
6 日   古谷裕美

 

「心の貧しい者は幸いです。天の御国はその人たちのものだから。
  悲しむ者は幸いです。その人たちは慰められるから。
  柔和な者は幸いです。その人たちは地を受け継ぐから。
  義に飢え渇く者は幸いです。その人たちは満ち足りるから。
  あわれみ深い者は幸いです。その人たちはあわれみを受けるから。
  心のきよい者は幸いです。その人たちは神を見るから。
  平和をつくる者は幸いです。その人たちは神の子どもと呼ばれる
から。
  義のために迫害されている者は幸いです。天の御国はその人たち
のものだから。」（マタイ５：３～９）
クリスマスにあなたの心に与えようとした言葉はこれです。そし
てまさしくイエス・キリストの生き様はこれです。もし、この言
葉があなたの心にあれば、どのような状況があっても大丈夫であ
ることを知るはずです。そして、そのようなマイナスな状況に陥っ
てはじめて、人はその価値が試され、この言葉があふれて出る時
にはじめて神の栄光があなたの人生にあらわれるのです。今、あ
なたにはどんな言葉がありますか。あなたの心を照らしてくださ
る神様の光を感じ、あなたの心を見極めましょう。そして、傷ん
だ人の隣人になるために来たイエス様のように、あなたが招くべ
き人を招いて、あなたの中の光輝く栄光の言葉を与えるべき人に
伝えていきましょう。

：

　2023 年のはじめ、今年の目標は「自分でできることを自分でする
こと」に決めました。
「年だから」と諦めて、できることまで人に頼んでいることが増えた
ことに気づきました。今年はできることを増やして、周りの人の力に
なりたいと思いました。
　家族や近所の人、教会の家族など、みんなすべきことを精一杯して
いるので、「ちょっと運んで」「ちょっと助けて」と声をかけたいとこ
ろを、自分ですることにしました。すると、わざわざ足を運んでもらっ
ていたプロパンの交換も自分でできたし、前と同じように 30kg の米
袋も持てるようになりました。
私は、朝と夜お祈りをしていますが、朝は特に近所の人達のことを思
うことが多く、大切な人たちが生きる喜びを見出してほしいと祈って
います。
　私は神様に出会い、生きる喜びに沢山気づかせてもらいました。
私の近くには、困っている人がたくさんいますから、沢山の人と関わ
りたいという思いがあります。
来年は近所の人と「いっしょに散歩をしよう」と声をかけたいと思っ
ています。関わる機会の中で、大切なことを伝えたいと思っています。

『だれも、悪に対して悪を返さないように気をつけ、互いの間で、ま
たすべての人に対して、いつも善を行うように努めなさい。
いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。すべてのことにおいて感
謝しなさい。これが、キリスト・イエスにあって神があなたがたに望
んでおられることです。』(Ⅰテサロニケ5:15～18)
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主　日　礼　拝主　日　礼　拝
人生を変える言葉とは

イエス様がしたかったこと

私たちのズレとは

 クリスマスプレゼント

    

藤原ふきこ

西嵜芳栄

牧李香

淺野主眞

大島泰子 藤原久美子

天智誉主 實金史恩

平澤瞳

佐々木芽生

全本みどり小根久保伸彦

朽木佑太

亀澤侑美

加藤優子

鈴木たかよ

佐々木亜弥

  　御国の称賛をうける者！！ ゆく年来る年カンファレンス
「陶器師の手にゆだねよ」エレミヤ 18：1－10Ⅱコリント 3：15－4－5

15:00~ｻﾝﾃﾞｰｷｯｽﾞ
17:30~ﾕｰｽ礼拝

15:00~ｻﾝﾃﾞｰｷｯｽﾞ
17:30~ﾕｰｽ礼拝

15:00~ｻﾝﾃﾞｰｷｯｽﾞ
17:30~ﾕｰｽ礼拝 李 雋英

チャーチミーティング

サミル教会宣教期間誕生者お祝い

じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~

究極のおにぎり
味噌つくり

サミル教会合同礼拝
コリアンパーティー セル祈祷会


